
No. ご意見の概要 金沢市の考え方
1 　人生70年から100年への流れの中

で、「若い」の定義が変わってきてい
る。職人までにはなれずとも、人生
100年時代の60歳からの30年間の趣味
にできるプラットフォーム、学校、弟
子制度の形成が重要なのではないか。
人生100年時代の工芸を考えてはどう
でしょうか。

　計画では、工芸を身近に感じる機会
の創出を推進することとしており、ご
意見を参考に、様々な施策を研究・検
討しながら計画を推進していきます。

2 　10年後の次世代を牽引、指導できる
ような中堅を育てることが最も大事で
ある。そのために、現在20～40代の作
家や学生、教員、指導者をこの政策の
中心に据えることが必要である。

　計画では、「作り手」の継続的な活
動や、工芸に携わる多様な人が活躍で
きる環境づくりを支援するここととし
ており、計画を推進する上で配慮して
いきます。

3 　未来に向かう次世代の為のプランに
してほしい。そのために、10代の子供
たちに対する体験以上の教育の提供が
必要である。

　計画では、次世代が工芸品に触れる
機会を創出することとしており、計画
を推進する上で配慮していきます。

4 　伝統工芸がさらに発展していくため
には、違った文化的要素を取り入れな
ければ発展はしないと考える。「工芸
が世界に羽ばたくまち」の構想は、金
沢市が発展していく要素を大いに備え
ている。アクションプランから街の発
展につながるきっかけが生まれること
を期待する。

　ご意見を参考に、様々な施策を研
究・検討しながら計画を推進していき
ます。

5 　モノからコトへと消費が移行してき
ている社会情勢の変化への新たな対応
として、工芸の体験、ワークショップ
を充実させてほしい。
特に、首都圏や海外での体験、ワーク
ショップの展開にも意欲的に取り組ん
でほしい。

　計画では、「作り手」の技を活かし
たコトづくりを強化することとしてお
り、計画を推進する上で配慮していき
ます。
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